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平成２４年２月７日（１） 

開議 １０時２０分 

○議長 山本章一郎君 

 皆さん、おはようございます。只今の出席議員は１７名であります。 

 それでは、これより、平成２４年第１回豊前市議会定例会を開会し、本日の会議を開

きます。 

 日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今定例会の会期は、議会運営委員会で協議のとおり、本日から２

月２４日までの１８日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は１８日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、２番鎌田晃二議員、

１６番岡田義則議員を指名いたします。 

 日程第３ 諸般の報告をいたします。 

監査委員より、平成２３年１１月分及び１２月分の出納例月検査の報告がありました。 

報告書につきましては、事務局に保管しておりますので、ご了承願います。 

 日程第４ 議案の上程を行い、提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会には、市長から、議案４１件が提出されております。これを一括上程し、議題

といたします。それでは、市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 釜井健介君 

 本日ここに、平成２４年第１回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各

位には、公私ご多用のところ、ご臨席を賜り、誠にありがとうございます。 

厚くお礼を申し上げます。 

 本議会は、平成２４年度の市政運営の基本となる当初予算をはじめ、多くの重要案件

について、ご審議をお願いするものでありますが、議案の説明に先立ちまして、今後の

行政課題と市政に関する私の所信の一端を申し述べ、議員並びに市民皆様方のご理解と

一層のご協力を賜りたいと存じます。 

 昨年１２月に、平成２３年度の世相を漢字一字で表す本年の漢字が、絆に決まったと

の報道がございました。この漢字に表されるように、昨年を振り返りますと、３月１１

日に東日本を襲った未曾有の大災害は、まさに国難というべき事態であり、日本全体の

危機管理と防災のあり方について、考えさせられるとともに、改めて、人と人との絆や

地域の支え合いの大切さを誰しもが感じた年であったと思います。 

 本市でも、市民の皆様や事業者の皆様から、多くの義援金や漁船などの物資が寄せら

れております。改めてお礼を申し上げますとともに、今後、長期にわたると予想される
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復興へのご支援、ご協力を引き続き賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 さて、我が国は、現在、東日本大震災と、福島第一原発事故の未曾有の困難に加え、

欧州経済危機や歴史的な円高による経済活力の低下という難局に直面しております。 

 また、人口減尐、尐子・高齢化、価値観やライフスタイルの多様化、財政の深刻化な

ど、日本の社会構造は、大きな転換期を迎えており、地域社会も様々な面で変革が迫ら

れております。こうした時代に対応するためには、変革と創造を基本に、将来を的確に

見据え、常にコスト意識とスピード感を持って、市民の皆様が望まれるサービスを提供

することが重要と考えております。 

 同時に、これまで以上に地域間競争が激化する中にあっては、地域の資源や特色を有

効に活用しながら、市民の皆様一人ひとりの力や地域の絆を高め、その持てる力を最大

限に発揮し、魅力ある地域づくりに取り組んでいかなければなりません。 

 このため、本年度は、豊前市の新しい羅針盤となります第５次豊前市総合計画を策定

しております。１月に公募委員を含む２８人の委員で構成される第１回豊前市総合計画

審議会を開催しましたが、それに先立ち、地域懇談会やワークショップなどを開催し、

多くの市民の皆様から、まちづくりについて提案・提言等を頂いております。その内容

を踏まえ、豊前市の将来像を描いてまいります。 

 国・地方を通じた厳しい財政状況は、今後も更に厳しさを増すものと推測されますが、

こういう時期こそ明確なまちづくりのビジョンを持ち、知恵を出し、工夫を凝らさなけ

ればなりません。これまで築き上げてきた行財政改革、産業振興、市民協働といった市

政運営の土台に立ち、市民の皆様の参画と協働のもとで、全職員一丸となって、全庁横

断的に問題意識や課題を共有しつつ、市政運営に精一杯取り組んでまいる所存でござい

ます。 

 私は、こうした基本認識に立ち、本年度の市政推進に３つの重要課題を掲げ、積極的

な取り組みを進めてまいります。 

 最初に、築上北高跡地の整備についてであります。築上北高跡地の整備につきまして

は、図書館などの文化ゾーンの整備に続き、いよいよ商業ゾーンの各店舗がＪＡふれあ

い市を皮切りに、４月から順次オープンしてまいります。オープン時は、その前途を祝

し、豊前神楽祭りの開催を予定しております。 

 医療・健康ゾーンにつきましては、複合施設として、成人病検査センターや休日急患

センター等が、豊前築上医師会によって整備される予定であります。また、向原池周辺

を健康づくりや憩いの場として公園整備を進めてまいります。 

 市では、この地区を豊前市全体を好循環に導くエンジンとして位置付け、更に、市内

全域を豊前市コンパクトシティ特区として、国に総合特区の申請を行い、今後、自立可

能なまちづくりへ進化・発展をさせてまいりたいと考えております。 

 ２点目は、尐子化・人口増対策についてであります。これまで、尐子化・人口増対策
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につきましては、市の最重要課題として取り組んでまいりましたが、人口減尐に歯止め

がかからない状況が続いております。このため、これまでの事業を精査・検証し、新た

な取り組みを進めるなど、尐子化・人口増対策に一層力を注いでまいります。 

 具体的な施策として、今年開設をしました空き家バンクに続き、市内の民間賃貸住宅

に入居する新婚世帯に対して、家賃の一部を助成する制度を創設いたします。 

空き家や民間賃貸住宅を地域の有力な資源として捉え、積極的に活用して、定住促進

と活力あるまちづくりを推進してまいります。 

更に、不妊治療費の助成事業の創設、子育て支援の充実、特色ある教育環境の整備、

宅地分譲や公営住宅の魅力向上など、総合的な対策を講じてまいります。 

 ３点目は、固定資産税率の引き下げ効果についてであります。本年度は、昨年度実施

した固定資産税の減税効果が現れる年と考えております。本市へ多くの人々を呼び込む

ための集客促進、都市活力の源泉となる子育て世代の定住促進とともに、定住人口の増

加、雇用確保に大きな効果がある企業誘致を積極的に推進してまいります。 

 具体的には、今後、開通する東九州自動車道を見据え、小石原工業団地の拡充事業を

推進するとともに、次期開発予定地の選定に向け、工業団地適地調査を実施するなど、

雇用の創出に向け、切れ目なく取り組んでまいります。 

 また、こうした取り組みのほか、本市の魅力を向上させる政策を推進することで、投

資を呼び込み、都市活力の向上と地域産業の振興を図り、将来の市税収入の増加につな

げてまいりたいと考えております。 

 次に、こうした重要課題に対する施策に加え、本年度の主要な取り組みについて、申

し上げます。最初に、安全・安心なまちづくりについてであります。 

昨年起こった東日本大震災は、決して対岸の火事ではなく、何時この地域にも災害が

襲ってくるかもしれないという教訓を与えてくれました。市としても、改めて、地域防

災計画の見直しを行い、市民皆様の生命・財産を守るべく、災害対策の強化に努めてま

いります。 

 そのために、喫緊の課題となっております市民への防災情報や、行政情報を迅速に周

知するための防災行政無線の整備につきましては、国の平成２３年度第３次補正予算を

活用し、１年前倒しをして、平成２４年度末の運用を目指し、整備を進めることといた

しております。 

 また、昨年、東日本大震災を教訓に、地震や津波の発生を想定した初の防災訓練を、

市役所周辺で実施いたしました。今後も継続して取り組んでいくとともに、地区単位の

自主的防災組織の育成に努めてまいります。また、避難所の目安とするため公共施設に

海抜表示板を設置してまいります。 

 次に、健康・福祉の充実についてであります。高齢者福祉・介護予防につきましては、

これまで地域社会を支えて頂きました高齢者の方々が、今後、住み慣れた地域でいきい
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きと暮らし続けることができる、まちづくりを進めていくことが重要であります。 

 そのための仕組みとして、本年４月から、福岡県介護保険広域連合豊築支部で行って

いた地域包括支援センター事業につきましては、それぞれの自治体で実施することにな

ります。より身近で、その機能を最大限活用し、将来、寝たきりの状態にならないため

の介護予防事業に取り組んでまいります。 

 障害者福祉については、障害があっても生きがいを持ちながら、安心して暮らすこと

ができるよう、障害者福祉計画等に基づき、地域の関係機関と連携をしながら、自立支

援給付サービスや、相談支援事業の充実に努めてまいります。 

 子育て支援につきましては、安心して子どもを生み育てることができるよう、乳幼児・

子ども医療の助成や、妊婦一般健康診査の公費助成を継続し、子育て世帯の負担の軽減

を図ってまいります。また、放課後児童対策につきましては、新たに横武小学校区に放

課後児童クラブを開設いたします。 

 保健・医療につきましては、自分の健康は自分で守るという基本理念のもと、生活習

慣病などの疾病予防や、各種健康診査などに取り組むほか、国に準じて、子宮頸がん、

ヒブ、小児用肺炎球菌のワクチン接種を引き続き実施してまいります。 

 次に、産業の振興についてであります。  

最初に、観光の分野でありますが、地域の景観資源を、地域産品の付加価値向上や観光

客の増加に活かすなど、地域の活力が景観によって活かされる、まちづくりを推進して

まいります。このため今年４月より、本市の景観計画地域を市内全域に拡大をいたしま

す。更に、景観形成の重点地区となっている求菩提山周辺を、文化財保護法に基づく重

要文化的景観地区として、文化庁から選定を行けるべく準備を進めてまいります。 

 また、市の特徴とも言える豊かな自然、山林を活用した森林セラピー基地の認定に向

けて、実証実験に取り組んでまいります。地域のブランド化を図るとともに、農村民宿

など、グリーンツーリズムの取り組みと相まって、市の活性化につなげてまいりたいと

考えております。 

 農林水産業につきましては、これまで豊前本ガニ、豊前海一粒かき、豊前棚田ユズ、

三毛門かぼちゃなどのブランド化を支援してまいりましたが、新たな取り組みとして豊

前茶のペットボトル化を支援してまいります。 

 また、築上北高跡地に開設されるＪＡふれあい市を地産・地消、６次産業化の拠点施

設として位置付け、一次産業を地域で支える仕組みをつくってまいります。 

 商業につきましては、地域商店街と築上北高跡地との共存共栄を図るため、プレミア

ム商品券やＴＭＯ事業などを活用しながら、中心市街地への交流人口の誘導と、賑わい

創出に向けた取り組みを進めてまいります。 

 次に、都市基盤の整備についてであります。 

都市基盤の整備は、ＪＲ宇島駅から市役所を結ぶ周辺においては、多様な都市機能の集
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積や、まちの賑わいの創出が求められております。 

ＪＲ宇島駅につきましては、エレベーターの整備に続き、宇島駅を南北につなぐ自由

通路等整備事業の完成を目指してまいります。 

 築上北高校跡地につきましては、向原池周辺の公園化や、二葉水路の改修を図るとと

もに、この地区が市民に親しまれ、多くの人に利用される施設となるよう愛称を募集す

ることとしております。また上町・沓川池線街路事業につきましては、旧図書館から八

屋・荒堀線の区間の用地買収を進めてまいります。 

 住宅政策につきましては、今年度から、薬師寺宅地分譲地の販売を開始するとともに、

新たに、県営三楽住宅跡地の造成事業に取り組んでまいります。 

また、長寿命化計画に沿って公営住宅や都市公園の長寿命化対策を進め、施設の魅力

向上にも努めてまいります。 

 東九州自動車道の建設並びにインターチェンジと、１０号線を結ぶバイパス道路の整

備は、工事が市内各所で順調に進んでおります。また、市内各地域間を結ぶ道路網の整

備につきましては、道整備交付金事業にかわり、社会資本総合整備交付金事業により、

４路線の整備に取り組んでまいります。 

 環境への取り組みにつきましては、市民の皆様の地球温暖化防止への意識の高揚を図

り、その取り組みを支援するため、引き続き太陽光発電システムを導入する住宅に対し

て、その設置費の一部を助成してまいります。また、防犯灯につきましては、環境にや

さしいＬＥＤ灯への転換を促進するとともに、市庁舎におきましても一部導入を進めて

まいります。 

 次に、教育・文化の充実についてであります。教育環境の整備・充実につきましては、

新たな取り組みとして、プロの演奏家等を招いて、子ども達に本物の芸術体験を提供す

る、学び支援事業を各小学校で実施することとしております。また、小規模特認校にお

ける特色ある教育活動の充実に努めてまいります。 

 施設整備につきましては、平成２３年度で、すべての小・中学校の耐震診断が終了し、

一部耐震化工事が必要となっております八屋小学校につきましては、国の３次補正予算

を活用し、校舎の改修・改善事業を併せて実施することとしております。これで、市内

すべての小・中学校において、耐震化対策が完了することとなりますので、今後は、施

設の長寿命化、省エネ、トイレの改善等を中心に、計画的な整備を進めてまいります。

なお、今年度は、千束中学校の改修設計費を措置しております。 

 社会教育につきましては、宇島公民館の駐車場整備と、千束公民館の改修工事を進め

てまいります。また、体育施設につきましては、体育館の耐震、漏水などの調査、設計

費を措置するとともに、能徳運動公園の駐車場整備を行なうこととしております。 

 最後に、行財政改革の推進についてであります。 

行財政改革につきましては、平成２２年度から、自主的に取り組んでおります行財政改
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革プランに沿って、財政収支の均衡を図り、市民福祉の向上と、将来世代への責任を同

時に果たすことを基本に、自立・持続可能な行財政基盤の確立に向け、引き続き取り組

んでまいります。 

 以上、申し上げてまいりましたとおり、今年度は、豊前市が大きく飛躍する、まちづ

くりのための大切な１年となると考えております。私を先頭に、職員共々一丸となって、

全力でこれに取り組んでまいりますので、議員並びに市民の皆様のなお一層のご指導と

温かいご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議案の順序により、提案理由の説明を申し上げます。 

本議会に提案いたしました議案は、条例が、本日、追加提案をいたしました２件を加え

て１５件、指定管理者の指定案件７件、その他の案件４件、予算案件１５件の合計４１

件であります。 

 議案第１号は、豊前市附属機関の設置に関する条例の一部改正についてであります。 

介護保険法第１１７条に基づく、介護保険事業計画については、福岡県介護保険広域連

合が策定するため、豊前市の附属機関として設置している同計画に関する審議会の名称

及び担任する事務を変更する案件であります。 

 議案第２号は、豊前市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてであ

ります。休息時間の廃止、組合休暇の導入並びに地方公務員の育児休業等に関する法律

の一部を改正する法律及び地方公務員法の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、

関係規定を整備する案件であります。 

 議案第３号は、豊前市職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてであります。 

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険

法等の一部を改正する法律の施行並びに国家公務員の育児休業等に関する法律の一部を

改正する法律による地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、関係規定

を整備する案件であります。 

 議案第４号は、特別職の職員で、非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正についてであります。スポーツ振興法の全部改正及び豊前市働く婦人の家設置及

び管理運営に関する条例の一部を改正する条例の施行に伴い、関係規定を整備する案件

であります。 

 議案第５号は、豊前市職員の給与に関する条例の一部改正についてであります。 

豊前市職員の育児休業等に関する条例の一部改正に伴い、関係規定を整備する案件であ

ります。 

 議案第６号は、豊前市職員退職手当支給条例等の一部改正についてであります。 

国家公務員退職手当等の一部を改正する法律の施行等に伴い、関係規定を整備する案件

であります。 

 議案第７号は、豊前市税条例の一部改正についてであります。地方税法の一部を改正
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する法律の公布等に伴い、関係規定を整備する案件であります。 

 議案第８号は、豊前市介護相談センター設置及び管理運営に関する条例の一部改正に

ついてであります。平成２４年度から、地域包括支援センターが、自治体ごとに設置さ

れることとなり、豊前市介護相談センターについて、豊前市が直接管理運営を行うこと

となるため、関係規定を整備する案件であります。 

 議案第９号は、豊前市火葬場設置及び管理条例の一部改正についてであります。 

火葬場の利用については、改葬遺体に係る使用料の規定を設けるため、関係規定を整備

する案件であります。 

 議案第１０号は、豊前市営住宅管理条例の一部改正についてであります。 

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律の公布により、公営住宅法の一部が改正されることに伴い、関係規定を整備する

案件であります。 

 議案第１１号は、豊前市公民館条例の一部改正についてであります。 

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律の公布により、社会教育法の一部が改正されることに伴い、関係規定を整備する

案件であります。 

 議案第１２号は、豊前市立図書館条例の一部改正についてであります。 

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律の公布により、図書館法の一部が改正されることに伴い、関係規定を整備する案

件であります。 

 議案第１３号は、豊前市スポーツ振興審議会に関する条例の一部改正についてであり

ます。スポーツ振興法の全部改正に伴い、関係規定を整備する案件であります。 

 議案第１４号から議案第２０号は、指定管理者の指定についてであります。 

農林水産物出荷貯蔵施設、林産物処理加工施設・林産物展示直売施設、総合交流促進施

設、豊前市道の駅豊前おこしかけ、豊前市老人福祉センター、求菩提キャンプ場及び豊

前市畑冷泉観光施設について、指定管理者を指定するに当たり、地方自治法第２４４条

の２第６項の規定により、市議会の議決を求める案件であります。 

 議案第２１号は、豊前市道路線の認定についてであります。道路法第８条第１項の規

定に基づき、豊前市道路線を認定するに当たり、同法第８条第２項の規定により、市議

会の議決を求める案件であります。 

 議案第２２号は、豊前市道路線の廃止についてであります。道路法第１０条第１項の

規定に基づき、豊前市道路線を廃止するに当たり、同法第１０条第３項の規定により、

市議会の議決を求める案件であります。 

 議案第２３号は、財産の取得であります。豊前市斎場の環境保全を目的として有効活

用するため、土地を購入するに当たり、豊前市議会の議決に付すべき契約及び財産の取
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得又は処分に関する条例第３条の規定により、市議会の議決を求める案件であります。 

 議案第２４号は、辺地総合整備計画の変更についてであります。地域格差の是正及び

地域住民の福祉向上を図るため、辺地総合整備計画を変更いたしたいので、辺地に係る

公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条の規定により、

市議会の議決を求める案件であります。 

 議案第２５号は、平成２３年度豊前市一般会計補正予算第３号であります。 

今回の補正につきましては、国の平成２３年度補正予算に対応するものや、職員退職手

当及び本年度決算見込みによる補正等について、所要の措置をいたしたところでありま

す。このことによる補正額は、５億１４１４万８０００円で、補正後の予算総額は、１

２２億９５９６万円であります。 

 歳出の目的別補正の概要について、ご説明申し上げます。 

２款総務費に、１億２４９０万６０００円の補正であります。その主なものは、職員退

職手当５６６９万円、財政調整基金積立金１億円を補正するものであります。 

 ３款民生費は、１４３２万７０００円の減額補正であります。その主なものは、子ど

も手当て５３３３万１０００円を減額し、市立保育所運営費２２００万円、生活保護費

３０００万円を補正するものであります。 

 ４款衛生費は、３０１１万６０００円の補正であります。その主なものは、ワクチン

接種緊急促進事業、１８５０万円を減額し、火葬場用地購入費、５３０３万３０００円

を補正するものであります。 

 ５款労働費は、専修学校等技能取得資金貸付金等１４４万円を減額補正するものであ

ります。 

 ６款農林水産業費は、７０４７万９０００円の減額補正であります。その主なものは、

広域基幹林道豊築松尾線開設事業、２７７９万８０００円、荒廃森林再生事業２０４１

万８０００円を減額補正するものであります。 

 ７款商工費は、１１９４万８０００円の減額補正であります。その主なものは、観光

開発基金積立金１２０万円を補正し、工業用地造成事業特別会計繰出金、１２８４万８

０００円を減額するものであります。 

 ８款土木費は、２２７０万円の減額補正であります。その主なものは、街路事業費２

０５０万円を減額補正するものであります。 

 ９款消防費は、防災行政無線整備事業、３億６９５０万円を補正するものであります。 

 １０款教育費は、１億２７８５万７０００円の補正であります。その主なものは、東

九州自動車道関連発掘調査事業、１１３１万３０００円を減額し、八屋小学校改修事業

１億４４９０万円を補正するものであります。 

 １２款公債費は、長期債償還利子及び一時借入金利子１７３３万７０００円を減額補

正するものであります。この補正予算の財源は、国の３次補正に伴う国庫補助金、市債
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のほか、一般財源として地方交付税等を、それぞれ歳入見込みにより措置したところで

あります。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

議案第２６号は、平成２３年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算第２号であ

ります。補正額は、３４９３万２０００円で、療養給付費国庫負担金返還金によるもの

であります。 

 議案第２７号は、平成２３年度豊前市営駐車場事業特別会計補正予算第１号でありま

す。補正額は、２３０万円で、主に一般会計繰出金の補正によるものであります。 

 議案第２８号は、平成２３年度豊前市バス事業特別会計補正予算第１号であります。

補正額は、４６万円の減額補正で、主に手数料などの減額によるものであります。 

 議案第２９号は、平成２３年度豊前市工業用地造成事業特別会計補正予算第１号であ

ります。補正額は、１２８４万８０００円の減額補正で、主に開発申請委託料などの減

額によるものであります。 

 議案第３０号は、平成２４年度豊前市一般会計予算であります。その概要について、

ご説明申し上げます。 

 平成２４年度の予算編成は、経済情勢、地方財政対策等を踏まえ、市の活性化に資す

る施策を進めていく一方、財政の健全化と、一層の徹底した見直しによる歳出削減に努

めるとともに、歳入面では、あらゆる財源確保策を講じ、歳入に見合った歳出を基本に、

安定した市民生活に不可欠な現状サービスの堅持と効率化に努めたところであります。 

 投資的経費につきましては、宇島駅自由道路等整備事業、上町・沓川池線街路事業、

築上北高跡地整備事業などの継続事業をはじめ、新規事業として、県営住宅跡地宅地造

成事業や、市営住宅長寿命化整備事業、社会資本整備総合交付金事業などを措置いたし

たところであります。 

 このことによる一般会計予算の総額は、１１６億７７０万円で、対前年度４１９０万

円、０．４％の減となっております。 

 この歳入予算は、歳出予算措置に伴う国・県支出金及び市債などの特定財源のほか、

一般財源として市税、地方交付税などを予算措置いたしたところであります。 

 以上、歳入歳出予算の概要について、ご説明申し上げましたが、各細目別につきまし

ては、それぞれ関係委員会において、ご審議をお願いいたします。 

 次に、特別会計について、ご説明申し上げます。 

 議案第３１号は、平成２４年度豊前市国民健康保険特別会計予算であります。 

予算額は、３８億３１８２万６０００円で、対前年度１７６３万１０００円、０．５％

の増で、これは療養給付費の増であります。 

 議案第３２号は、平成２４年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計予算であります。

予算額は、４億３６２５万６０００円で、対前年度１４３３万７０００円、３．４％の
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増で、これは後期高齢者医療広域連合納付金の増であります。 

 議案第３３号は、平成２４年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算でありま

す。予算額は、２９１万２０００円で、対前年度１０８万３０００円、２７．１％の減

で、これは公債費の減であります。 

 議案第３４号は、平成２４年度豊前市営駐車場事業特別会計予算であります。 

予算額は、７３０万円で、対前年度５０万円、７．４％の増で、これは一般会計繰出金

及び修繕費の増であります。 

 議案第３５号は、平成２４年度豊前市バス事業特別会計予算であります。 

予算額は、３５２１万３０００円で、対前年度１６４万４０００円、４．５％の減で、

これは公債費の減であります。 

 議案第３６号は、平成２４年度豊前市工業団地造成事業特別会計予算であります。 

予算額は、２６６２万８０００円で、対前年度５９５万３０００円、２８．８％の増で、

これは主に、開発申請委託料及び不動産鑑定手数料の増によるものであります。 

 議案第３７号は、平成２４年度豊前市水道事業会計予算についてであります。 

当年度の業務予定量は、給水件数７１４３件、年間総給水量１７３万４０００立方メー

トル、１日平均給水量４７５１立方メートルの予定であります。 

 第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益５億１８７８万１０００円で、そ

の主なものは、営業収益４億６６３５万７０００円であります。支出の費用は、５億１

４０６万７０００円で、その主なものは、営業費用４億８３４８万１０００円を予定し

ており、実質利益４７１万４０００円となっております。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入１億３００万１０００円で、

その主なものは、工事負担金４４００万円を見込んでおります。支出につきましては、

１億９９７６万３０００円で、その主なものは、建設改良費８４３２万５０００円を予

定しております。収入額が支出額に対する不足額９６７６万２０００円は、減債積立金

及び損益勘定留保資金で補てんをするものであります。 

 議案第３８号は、平成２４年度豊前市下水道事業特別会計予算であります。 

まず、豊前市公共下水道事業については、当年度の業務予定量は、排水件数２８００件、

年間総処理水量７７万立方メートル、１日平均処理水量２１１０立方メートル、主要な

建設改良事業は、管渠布設事業１億７７０５万３０００円、処理場建設事業１億３００

０万円の予定であります。 

 第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益４億３００９万２０００円で、そ

の主なものは、営業外収益２億９１８３万９０００円であります。支出の費用は、４億

７９７７万２０００円で、その主なものは、営業費用３億８９００万１０００円を予定

しており、実質損失４９６８万円となっております。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入２億４６７２万２０００円



 11 

で、その主なものは、補助金 1億２１１５万円を見込んでおります。支出につきまして

は、４億７１７２万６０００円で、その主なものは、建設改良費３億７０５万４０００

円を予定しております。 

 収入額が支出額に対する不足する額、２億２５００万４０００円は、消費税及び地方

消費税資本的収支調整額、損益勘定留保資金で補てんするものであります。 

 続いて、豊前市農業集落排水施設事業について、当年度の業務予定量は、排水件数１

５５件、年間総処理水量５万８０００立方メートル、１日平均処理水量１５９立方メー

トルの予定であります。 

 第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益２６２２万１０００円で、その主

なものは、営業外収益２０６９万５０００円であります。支出の費用は、３４７９万８

０００円で、その主なものは、営業費用２９８７万３０００円を予定しており、実質損

失８５７万７０００円となっております。 

 次に、第４条予算の資本的支出の予定額は、１２５４万５０００円を予定しておりま

す。収入額が支出額に対して不足する額、１２５４万５０００円は、損益勘定留保資金

で補てんするものであります。 

 議案第３９号は、平成２４年度豊前市東部地区工業用水道事業会計予算についてであ

ります。当年度の業務予定量は、給水事業所数１社、年間総給水量２１万３７５０万立

方メートル、１日最大給水量１８００立方メートルの予定であります。 

 第３条予算の収益的収入及び支出の予定額は、収益１８４７万４０００円で、その主

なものは、営業収益１０１０万１０００円であります。支出の費用は、１８４５万９０

００円で、その主なものは、営業費用１６１４万４０００円を予定しており、実質利益

１万５０００円となっております。 

 次に、第４条予算の資本的収入及び支出の予定額は、収入・支出同額で、４２６万２

０００円を予定しております。 

 議案第４０号は、豊前市公営企業の設置等に関する条例の一部改正についてでありま

す。地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律の公布により、下水道法の一部が改正されることに伴い、関係規定を整備す

る案件であります。 

 議案第４１号は、豊前市バス事業の設置等に関する条例の一部改正についてでありま

す。旧築上北高校跡地の商業施設の営業開始及び市バス利用者の利用増進を図るため、

路線の見直しとともに停留所の名称変更及び新設を行う案件であります。 

 以上、提出議案の概要について、ご説明申し上げましたが、いずれの議案も、市政運

営上、緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重にご審議の上、速やか

にご議決下さいますよう、お願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 山本章一郎君 
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 以上で、議案の上程並びに提案理由の説明を終わります。 

以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

一般質問は、２月１４日から１６日までの３日間を予定しております。 

なお、議案に対する質疑は、一般質問最終日に行います。一般質問並びに議案に対する

質疑のある方は、本日、午後５時までに発言通告書を提出されますよう、お願いいたし

ます。発言の順序は、発言通告書提出の順序といたします。 

 それでは、本日は、これをもって散会いたします。皆さん、お疲れ様でした。 

散会 １１時１０分 


